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花火に平和の思い重ね

へ
飩

珀

目

大
林
藍
督
広
島
で
舞
台
あ
い
さ
つ

尾
道
市
出
身
の
映
画
監

区
の
広
島
国
際
会
議
場

同
市
の
森
民
夫
市
長
も

督
大
林
宣
彦
さ
ん
（
７５
）
が

を
訪
れ
、
作
品
に
込
め
た

登
壇
し
、
約
千
人

の
観

７
日
、
２
０
■
■
年
に
製

平
和

へ
の
思
い
を
語

っ

客
を
前
に
対
談
。
松
井

一

作
し
た
映
画

「
こ
の
空
の

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
実
広
島
市
長
も
加
わ

っ

花
―
長
岡
花
火
物
語
」
の

　

物
語
の
舞
台
と
な

っ
た

た
。

無
料
上
映
会
で
広
島
市
中

新
潟
県
長
岡
市
の
主
催
。
　
　
映
画
の
題
材
と
な

っ
た

長岡花火を題材 に した映画への思いを
語 る大林監督〇 と森市長

(撮影・室井靖司 )

長
岡
花
火
に
は
、
戦
時
の

空
襲
や
中
越
地
震
の
犠
牲

者
の
追
悼
と
、
復
興
、
平

和

へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

「ぜ
ひ
広
島
で

上
映
し
た
か

っ
た
」
と
語

る
森
市
長
に
、
大
林
監
督

は

「古
里
と
古
里
の
間
に

立
て
て
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
で
応
え
た
。

映
画
で
は
、
長
崎
の
原

爆
と
同
じ
形
を
し
た
模
擬

爆
弾
が
長
岡
に
落
と
さ
れ

た
事
実
も
紹
介
。

「戦
後

７０
年
近
く
た
つ
が
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
は
多

い
。
過
去
を
学
ん
で
こ
そ

永
遠

の
夢
は
実
現
で
き

る
。
そ
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
力
を
込
め
た
。

（
松
本
大
典
）

新 聞長

大
林
監
督
ら
ト
ー
ク

鰤

世
界
結
び
た
い
」

長
岡
市
の
花
火
に
空
襲
の
犠

牲
者
追
悼
の
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
大
林
監

督
が
、
同
市
の
協
力
を
得
て
製

作
し
た
。
同
市
に
は
長
崎
原
爆

と
ほ
ぼ
同
じ
形
の
模
擬
爆
弾
も

投
下
さ
れ
て
い
る
。
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
よ
う

と
、
同
市
が
広
島
、
長
崎
両
市

で
の
上
映
会
を
企
画
し
た
。

「映
画
で

新
潟
県
長
岡
市
の
花
火
を
題

材
に
平
和
に
つ
い
て
訴
え
た
大

林
宣
彦
監
督
の
映
画

「こ
の
空

の
花
　
長
岡
花
火
物
語
」
の
上

映
会
が
Ю
日
、
長
崎
市
茂
里
町

の
Ｎ
Ｃ
Ｃ
＆
ス
タ
ジ
オ
で
開
か

れ
た
。
２
回
あ
っ
た
上
映
の
前

後
に
大
林
監
督
が
舞
台
あ
い
さ

つ
を
し
、
観
客
計
約
千
人
に
映

画
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

=長崎市 、 NCC&ス タジオ

(左か ら)森長 岡市 長 、大 林 監 督 、 田上 長 崎 市 長

１
回
目
の
舞
台
あ
い
さ
つ
に

は
大
林
監
督
と
森
民
夫
長
岡
市

長
が
登
壇
し
、
田
上
富
久
長
崎

市
長
も
駆
け
つ
け
た
。
田
上
市

長
は

「長
岡
市
も
戦
争
体
験
を

伝
え
、
平
和
を
願
う
仲
間
だ
と

確
認
で
き
た
」
と
感
想
。
大
林

監
督
は

「映
画
で
世
界
中
を
結

べ
れ
ば
素
晴
ら
し
い
」
と
話
し

た
。
　
　
　
　
（六
倉
大
輔
）

自
衛
艦
２
隻

長
崎
に
入
港

あ
す
ま
で
一
般
公
開

海
上
自
衛
隊
の
多
用
途
支
援

艦
「あ
ま
く
さ
」
（９
８
０

ント
）

長
崎
に
入
港
し
た
海
自
の
多
用
途
支
援

艦
あ
ま
く
さ
　
＝
長
崎
市
、
出
島
岸
壁


